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1
広 報 誌 の創 刊 に あた って
学 長 山 田 守 英
旭川医科大学 の広報誌 「か ぐらおか」 が発刊 されるこ
とになった。広報誌は、大学運営の過程で起った諸々の
出来事、学生の厚生補導に関す る凡 ての問題 、あるいは
大学 における教 育や研究上の諸問題 、更 に大学の諸計画
や方針 などにつ いて、正確な情 報を提供 して、大学人に
周知せ しめると共に大学人相互の理解 を深める絆 ともな
り、更 に進 んで大学運営 につ いての反省 と批判や将 来に
対す る建設的 な意見 などを自由に述べ ることので きる「広
場」で もあると理解す る。
周知のよ うに旭川医科大学は昭和48年9月 末設置 され
同年11月 に第1期 生 を迎 えて開校 し、よ うや くその歴史
の第一歩を踏み出 したばかりである。 しかも建物 の建設
も組織機構 の充実 も、学年進行 になっているので、今 は
その初 期段 階で あって、完成まで には更 に若干の歳 月を
要す る。従 って今こそ重要な時期であって、大学人 は一
致協 力して英知 を結集 し、目標 を新 しい医大建設の1点
に絞って、将来悔 いのない大学 を建設 しなければならな
いと思 う。
凡そ大学はその時代 と社会の要求 によって設置 される
ものであるが、人類 が繁栄 し永続生存す る限 り、設置 さ
れた大学 も亦恐 らく恒久的 に存続維持 される可能性 があ
る。勿論大学は時代の推移 と共 にその外観や機構 が変遷
す ることは当然考えられ るが、一旦建設 され るとその根
本的改革 は極めて困難である。従って新 しい医大 を創設
す るに当っては、既存の大学医学部 が多年の経験 から改
革すべ きで あると しなが らも改革 し得 ないものを排 し、
古い殻 を破 った将来悔 いのない医大を創 り上げなければ
な雪らない。
惟 うに大学は学問の府 として、常にその時代 にお ける
学問の最尖端 をゆき、真理 の知的探究 と創造をその使命
とす る。創造は単 なる空想 から生 まれるものではなく、常
に豊富 な経験 を基盤 として、それ らの吟味 と反省によっ
てこそ生 まれ、いっもユニー クなもので なければならない。
大学 はまた同時 に進歩 した専門知識 と技術の基本 を授
け、勝 れた 厚門家 を育成 して社会へ送 り出 し、社会の要
求に応 えなければならない。特 に医科系大学で は、人命




単科大学の特徴 を生か して、従来の総合大学 にみ られる
一般教 育と専門教 育の隔壁 を取除 き
、両者を有機的 に連
けいして6年 間一貫 した撰形教育を行 なうことにしたこ
とである。 その方法 としては、一般教育の課程に專門教
育特 に基礎医学の一部 を組入れ る一方、一般教育学科目
の一部を専門教育課程 にまで延長挿入することで ある。
また大学 における専門教育は 「生 きた教育」でなければ
ならないが、「生 きた教育」は勝 れた活発 な研究者 によっ
てのみ達 成 される。この意味 からも効率的 な研究体制の
確立 が重 要で ある。旭川医大では、各専門分野 における
研究者個 人の 自由発想 による研究の発展 を助長 し、同時
に分野領域 を異にする研究者達が有機的 に協 力して、ス
ケールの大 きいユニー クなプロジェク トテーマ を打立て、
その研究成果 を挙 げ得 ることを期待 して中央研究部 を設
け、共同利用の精密機器や設備 を整 えている。
他方旭川医大 の附属病院 は、地域社会の医療体系の一
環 として地域社会g保 健 、診療の実践 に参画す ると同時
に、関連教 育病院 と共に学生の臨床教育指導の中核 とな
り、更 に卒業後医師の研究指導及 び地域医師の再教育の
場 として、近代 的病院構造 と設備 を整 え、医療セ ンター
としての建 設がなされつつ ある。
新 しい医科大学建設の初期 にこの広報誌が創刊 される
ことになったの は、時宜 を得た極めて意義深いもの と考
える。新 しい医大 を建設す るには、今後幾 多の難関を突
破 しなければならないが、 この広報誌 「かぐらおか」 が





まん ぼ う遊 学 記
丸 子 基 夫
僕 の ドイツ遊 学 記は 今後 の留学 生 には殆 ど役 に立た な
いだ ろ う。出 発が19年 前の 今頃 、渡航 費 と して国 は船賃
しか くれず、 お陰で 仏客船 に よる優稚 で 多彩で教育 的 な
1か 月の 欧州接 近 を経験 で きた。 同室 のセ イロ ン人技師
との英会 話では僕 が 聞 き役だ った が、 ドイツへ ゆ く韓 国
人林学生(私 費留 学 なので4等 室 に いた 〉とは独 語で共
産主義 ・日韓併 合 ・無 教 会 クリス ト教 ・朝鮮 戦争 ・女友
達 な どの 事 を心情 的 に歓談 し合 えた。焼 肉の 多いフ ラン
ス料理 メニユー に早 く も うん ざり した こ と、金欠の ため
エ ジプ ト遺跡 見学 を諦 めて 仏新聞 の 日本関係 記事 を拾 い
読 みす る うち、 左右 両社 会党の合 同 を知 って快哉 を叫ん
だ ら、傍 の東大脳 解剖 学者 が 「そん な一・時 的 政変 は 人類
史の泡だ。 万年単 位で物 を見な く ちゃ。 」 とた しなめた
の です こ1、論争 した こ と(こ の 人とは 今 も文通 がある)、
船 がサー・ビス に ・周 したス トロンボ リ火 山島の 問欠大 火焔
魂 を奪 われ、文 明の歴 史 と等 しく山岳 ・海洋 の変貌 に 目
を向け る大 きな契 機 にな ったこ とな ど、船 中す で に語学
と歴 史の勉 強が佳境 に入 ったので あ る。時 間と私的 余裕
があれば こそだ。
マルセ イユー パ リ東 駅 一ベル フオ、ル をへ て11月 始 め 目
的地Freiburgに 降 り、雨 模 様 の 駅 前 通 りを歩 き出 し
た数 分間の 全身 を包む感 銘 は今 もなま なま し く甦 って く
る。 雨雲 がひ くく垂 れて枯 葉 が濡 れた舗道 に3枚4枚 と
散 り しか れてゆ く坂 道 をふ と見上 げれ ば、蒙並 の向 うに
110mの 大寺 院 本塔 が赤砂 岩の くす んだ肌 を見せて凝 然
とそび えて い る。朝 方の しっと り冷 い小雨 の中 を、 まず
はf1分 が通 うべ き大学の姿 を目に おさめよ うと、聖地に向
う巡 礼者の如く神妙 に敷石道 をふ み しめ る魅 せ られた この
魂は 、 ・昨夜 かい ま 見た シャ ンゼ リゼの壮 麗 さも、 ソル
ボ ンヌの構内 で険 に焼 きっ け られた 金髪美 人もす っ ぱ り
記憶 か ら消 し去 った ので ある。
そもそ も 「初心忘 るべ か らず 」の修 業訓 は僕 に とって
は遅 くや って 来た もので(商 業杢、北 大工 類、敗 戦、 文
科転学)、 作 家業 至難 を認 識 して安 易な語学 教 員の道 に
踏 切ったの が25才 。 また ドイツ留 学の 熱望 を初め て点 火
したの は断 じて 文学 的な もので はな く、実 に1953年 末 に
来 日したBASF会 社 の技師 長S博 士(ノ ーベ ル賞 受賞
者?)が ラジオで 全国 に流 した講演 「アニ リ ン染 料の新
合成法」 の美 しい ドイツ語 に他 な らなか った 。 この 化学
講演 の内容 は もちろん僕 には殆 ど解 らなか った し、通 訳
された かど うかも記憶 が ない。唯 それ は全 く 「第 九」 の
メロデ ィで あり、「ア ルルの 女」の 調べ と同質 の もの だ っ
た.僕 は 日 本 一流 の独 仏語の 先'壬三に恵 まれた し、 それ迄
にも少 なか らざる美妙 な リー トや シャンソ ンを憶 えも し
たの だが 、話 し言 葉 と しての ドイツ語の響 に髄 の芯 まφ
打た れたの は これ が初 回だ、理 由 を推 測 す るに、 この時
分はH.ヘ ツ カ先生の 文学講 義 と、お宅 での 茶話会 に出
る ことに精出 した こ とがひ とつ 、S博 士 が稀 な歯切 れの
よい 発音 と名文の 才 をもつ化学 者で あった ことがひとっ、
更 にい えば僕 自身 に意外 と科学 論 に感応 す る素 質 が具 わ
ってい たの かも しれな い。 そ れは とも あれ、 この時の感
銘 が僕 の ドイツ語へ の発 奮の初 心で 、既 に27才 だった.
「こん な素晴 ら しい 言葉の 話 され る国 に 独 語 教師 の 俺
が 行か ない とい う話 はな い。 」
遅 いだ け に激 烈だ った天 啓 は次 々 と僕 を駆 り立て て留
学 生試験 を突破 させ 、SL修 理 や除雪 技術 の練 訳 を うけ
負 わせ、 印欧 語変遷 史 と中世叙 情 詩論の講 義 に通 わせ、
帰国後 も炭砿や 製紙 工場の 通訳 をや らせ 、ゲ ーテ詩 論を
数篇 書 かせ、紋 別の 流氷の 報 告 を独 訳 させ た り した。 だ
が 丸1年 の フラ イブル ク遊 学中 は講 義 に出 るよ りも、高
校生 ・大学 生の 演ず る簡 素 なが ら質の高 い古典劇 「エデ
ィプス」「イフ ィゲニ ア」 にひ ど く感 激 した り、地 元 学生
と共 に 車停 め ワ ンゲル に出 か けた り、仏 米独の 映画(す
べて独 語吹 替 え)を 朝 割 引で 見た り、路 ヒの幼 児や 少 女
を写 した り、 人々 と安酒 を汲み 交 した りす るの に費 した
時 閤の 方 が 多かった し、 カ ラヤ ンの モー ツア ル トを最前
列で 聞 くの に大 金 を投 じ、代 りに3日 間 はVolkskache
-(≒Armenkuche)で の 昼 食 と下 宿での 米味噌 食でが ん
ば るな ど、 まさに独身 者顔 負 けの遊 学 生だ った と思 う,
けだ し学 問を深 めに渡 独す る 人には 参考 にな りえ ない由
縁で ある。 書物 も買 わず ノー トも大 して と らず 、ため に
独文学 には 今L'),て暗 い次 第だ。
割 に若年で 海 外遊 学 を した とい う驕 りが折 角の初 心 を
だめ に して 、帰 国 後4年 もたつ と僕 は さっぱ り大作 品 に
取組 も うとせ ず 、従 って論 文 も伸1に問わず 、 まとも な登
山 も社 会活動 もせ ず、紅 燈の 巷 に沈酒 して 万事マ ンネリ
ズム に走 った。学 問の 方法 を 自ら確 立 しなかった 語学屋
の 陥 る必然の 末路 で ある。産 業 界の経 済ア ニマ ル 書儀 は
僕 を偽 デ カダ ンに変 えて しまった のだ.'68=70年 、 全
大学は教 養俗物 性 と専 問盲馬性 を白 日の ドに曝 され、 と
くに堕 落 しきって いた僕 に は 「帝国 主三義大学 教官!」 な
る糾問 は真 に痛 切に こた えた 。45才 のKahlkopfは0か
ら 自分 を構 築 しなけれ ばな らな い,
僕 は学 界 に呈示で きる研 究 成 果を なん ら持帰 らなか っ
たので 、主 と して留 学意志 の 生 じた契 機を セ観 的 につ づ
り、お まけ と して その初 心が錆 びつ き崩壊 してゆ く後 日
談 を付 け加 えた,け だ し最初 と最後 を2れ ば 中間の1年
の 実体 は凡そ想 像 がつ く。僕 には 今、何 か新 しい初心 が
萌 しつつ あ るら しいので 、 まず 足腰 を鍛 えるべ く由 谷を
辿 り歩 くの を第 ・と 考えてい る。
〔ll三〕Freiburgに は 小 児 科の 吉岡教授 が2度 も行かれ
た か ら、 ヱの古 都の客 観的 な描写 は同 教授 にお願 い致 し
た い.
(ド イ'ノ 言吾 孝気お受)
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嚢
想 い 出 す ま ま に
仲 西 忠 之
聞 くところによると、「官」 とい う字は屋根の下に拘束
されている人間の形象であるとい う。 もとより大学を刑
務所にたとえる気 もちは毛頭 ないが、文部教官 とい う官
職を拝命 して、爾来15年 この間拘束感がなかった といっ
た ら嘘 になろ う。
生来 自由奔放 な血が体内 を流れてい るためで あろ う。
肉体的 にせよ、精神的にせ よ、理不尽な天下 り的強制拘
束 を私は極度 に忌み嫌 う。学生時代 にして からがそ うで
あった。
昭和30年 、 私は福 島医科大学に入学 した。30年 といえ
ば、その年の3月 第2次 鳩山内閣が成立 し、 日ソ交渉が
開始 された。 またこの年は、 自民党が結成 され、大企業
優先の高度経済成長の第1歩 が踏み出された年でもある。
前年にはビキニで第1回 の水爆実験 が行 なわれてお り、
イン ドシナ休戦、ブルガー リンソ連首 相の登場 など、 ト
ピックスが連 日紙上を賑わ していた。 このよ うな目まぐ
るしい外界の変化の所 為もあ って、 さなきだに心 が揺れ
るものを、 当時私は抑 うつ的基底気分 が強 く、なにごと
にも悲観 的で、たえず厭世的で あった。教科 書的記載を
拝借 すれば、苦悩 を高尚なもの とし、苦悩 する自分 を価
値 ある者 と感 じていた。
私を憂 うっに したいま一っの理由に、父による精神的
拘束 があった。医大入学以前、私は文科系を志望 してい
た。 この ことに父 は現実的で、打算 的な考えで反対 し、
医大進学 を強要 した。商家にそだった父は福 沢諭吉の教
えを金科玉条 とし、「先生は庭 には実の成る木を植 えよと
教 えた」 と誰 彼な しに説諭す るよ うな、いわば風流韻事
を排 して、実利を優先するタイプで あった。 このよ うな
父 と、当時 芸術 至上主義にかぶれていた私とでは意見が
合 う道理がない。 当然の帰結 として口論 し、青二才の感
傷主義 と罵倒 され、そ して私は抵抗 した。 しかしこ うし
て拙文 に坤吟 して いる自分 を省みるとき、冷汗三斗の思
いがない訳で はない。韻事 を生活の糧 とす る職業につ か
ず、医学の道に進んだことをむ しろい までは感謝 して い
る。 今頃父は草葉の陰で苦笑 しているに違 いない。
とにか く紆 余曲折はあったが、私は父 の希望 どお り医
大に進学 した。 しかし清稚 な寡黙 を維持で きるほど私の
精神は成長 して いなかったし、反抗心は児戯的な行動 と
して露呈 していった。ここに東北地方の1消 費都市福島
を舞台 とした私の放蕩無頼の生活が始まるのである。消
費都市 とはいえ、街に トリスバーが出現 し始 めた頃で あ
る。 ウ イス キ ー シ ン グル ー杯40円 、 西部 劇 の ガ ンマ ンよ
ろ しく、 カ ウ ンター に10円 玉 を並 べ て呑 ん だ り、 また と
きには 屋 台 の暖簾 に首 を突 っ込 ん で粕 取 り焼 酎 を呑 む こ
とも あ った。 私 は ほ とん ど隔 日紅灯 の 巷 に足 を入 れ、 浮
生夢 の 若 し、権 を為す 幾 何 ぞ とば か り呑 ん だ。 そ して酔
った 。 しか し自虐 的快 感 ば か りが残 って 、 こ ころ はいつ
も うつ ろで あ った。 泥酔 した翌 日、 二 日酔 の 目で眺 め た
下 宿 の天 井 をい まで も想 い 出す ことが で きる。
さて 、 こ こ まで 書 いた とこ ろで 、読 者の 多くは 私の よ
うない わ ば前 科者 が何 故 解剖 学 の教 授 に な り得 た か言牙か
る に違 い な い。 高 橋和 巳氏 に よれ ば 、「プロ フ ェ ッシ
ョナ ル な知 識 人 と い う もの は専 門領域 い がい の と ころで
は 、 その 生 活感 情 や 社 会感 覚 を意外 とその時 代の 庶 民の
無 自覚 な部 分 と共 有 して い る」 と い う。 また さら に、「た
だ 学者 の 自負 が専 門 業績 か ら 自己の地 位 に意識 内 部 です
りか わ る と き、旧 套 的感 情 まで が権 威 あ る ものの ごと く
語 られ る」 と述 べ て い る。 ここで 私 の お願 いで あ るが、
せ めて この 旧 套的 感 情 を権威 づ け るこ と な く、道 学者 的
干 渉 主 義 を棄 て、 話 を 最後 まで 聞 い て いた だ きた いの で
ある。
卒 業 まで の4年 間、 か くの ご と くほ とん ど連 日の鯨 飲
と不規 則 な生 活の た め 、卒 業 時 に は 少 なか らず健 康 を害
し、 ひ ど く肝臓 も乾 い て いた(trockeneLeber)。 そ
れ に も増 して 、酒場 で の借 財 が 数 萬 を越 えて い た。 この
借 金 を解 剖 学教 室 の 助教 授 に返 済 して いた だ い たば っか
りに、 私 は 解剖 学 教室 に入 室 しな けれ ば な らな くなった。
い ま私 は な ら な くな った とい っ た。 解剖 学 を選 ん だの は
初 心 で は な か った と いい た か った ので あ る。 私 も早 く も
不惑 の齢 を迎 えた が、 老 成 した とは思 って い ない。 それ
ゆ え人 生 を語 るこ とは さ し控 え るが 、た だ 素朴 な 反省 と
して 、 私は 医 学 と か、 解剖 学 とか 、将 来 の 方向 を意外 と
無 自党 に決 定 して きた とだ け述 べ て お く。それ が い ま、解
剖 学 教育 を天 職 と心 得 、「なぜ 解 剖 学実 習 は実 際 の 人屍 体
で 行 な わ な けれ ば な らな い か」 とか、「なぜ 解 剖学 は 医学
に とって 必 要 か」 な ど と周 知で 明 晰判 明 な こ と柄 を世の
心 あ る医 家 に 代 って 啓蒙 して 廻 っ てい る。 運 命の い たず





び大学間の相互理解 ・交流 を深め るために、「旭川医科大
学談話会」が発足 し、現在 まで、つ ぎの ように5回 にわ
たって開催 された。
第1回 、2月12日 司会 藤沢 仁(生 化学講座)
演 題 及 び 演 者
○ 「いわゆる 「私生子」の諸形態につ いて」
笹森秀雄(社 会学)
○ 「後根遠心性線維(脊 髄副交感神経系)は
存在す るか?」 仲西忠之(解 剖学第一講座)
第2回 、3月5日 司会 仲西忠之(解剖学第一講座)
○ 「ウイルス増殖阻止物 質(イ ンターフェロン)に っ い
て」 東 匡伸(細 菌 学 講 座)
○ 「尿路の欠損 をどう補 うか」
黒田…秀(泌 尿器科学講座)
第31GII、6月6日 司会 東 匡伸(細菌学講座)
○ 「発生異 常、染色 体異常の成因 一一卵子の濾胞 内過熟 に
ついて」 美甘和哉(生 物 学)
○ 「小児腫瘍の話」 鮫 島夏樹(外 科学 第一講座)
第41・1、7月4日 司会 鮫 島夏樹(外 科学 第一講座)
○ 「ドイツ挽歌(晩 歌)の100年 一ロマン派から
表現主義ヘー」 丸子基夫(ド イ ツ 語)
○ 「胃ガ ン初基像」 下田晶久(病 理学 第一講座)
第5回 、9月5日 司会 下日昌久(病理学第一講 座)
○ 「H一 メロ ミオシンAtpaseとATPア ナローグの相互





演者 星野了介(物 理学)黒 島農汎(生 理学 第一講 座)
第7回 以降の 日程(日 時未定)
第7回 、11月
司会 黒島農汎(生 理学第 一講 座)
演者 原田 …典(歴 史学)藤 沢 仁(生 化学 講座)
第8回 、12月
司会 原田 一典(歴 史学)
演者 岩淵次郎(心 理学)松嶋少二(解 剖学第二講座)
第9回 、1月
司会 松嶋 少二(解 剖 学第二講座)
演者 岡田推勝(哲 学)石 井兼央(内 科学第二講座)
第10回 、2月
司会 岡田雅勝(哲 学)
演者 安田 博(数 学)清 水哲也(産 婦人科学講座)
第11回 、3月
司会 清 水哲也(産 婦 人科学講座)
演者 安孫 子 保(薬 理学講座)森 茂美(生理学第二
講座)
第12回 、4月
司会 森 茂美(生 理学 第二講座)
演者 板 倉克明(病 理学 第二講座)
吉岡 一(小 児 科 学)
(世 話 人)
学則の改正とその解説
教 育 課 程 の改 善 の た め 、昭 和49年4月1日 付 け を も っ
て 、学 則 の 別 表 第1中 数 学IIIの 履修 年次 を第3学 年 か ら
第2学 年 に 、並 び に 第25条(卒 業 の 要件)及 び 別 表 第2
の 専門 教 育科 目 にお け る授業 科 目の履f彦時 間 数 を5104時
間 か ら4778時 間1こそれ ぞ れ変 更 し ま した 。
また 、 国 立学 校 設 置 法施 行規 則 の 一部 を改正 す る省 令
(昭 和49年 文 部 省令 第21号)の 施 行 に よ り、昭 和49年6
月7日 付 け を も って 本 学 に副 学 長2名 が置 か れ る こ とに
な った こ とに伴 い、 学 則 の 第45条(職 員 組 織)に あ らた
に副 ず 長 を加 え ま した 。
な お、 改 正 された 学 則 の 条項(関 係 分 の み)は 次 の と
お りで す 。(庶 務 課)
(卒 業 の 要件)
第25条 卒業 の 要 件 は 、6年 以 上在学 し、 一般 教 育 科 目
等 につ い て別 表第1に 定 め る と ころ に よ り、88単 位 以
⊥ を修 得 し、 かつ 、専 門教 育 科 目につ い て 別 表 第2に
定 め る とこ ろ に よ り、4.778時 間以 上 を履 修 す る こ と
とす る。
(職 員 組 織)
第45条 本 学 に、 学 長 、一副越 、教授 、助 教授 、講 師 、





















































































































































































生 物 科 学
総 合 講 義 講 義 76 76 76
臨 床 実 習
序 論
講 義 210 210 210





















昭和48年9月 、戦後初の単科医科大学 と して設置 され
た本学 は、いま急 ピッチで建設 が進め られてお ります。
本学の施 設整備計画 を紹介するにあたって、各施設 が、
すでに完成 した施 設、建設途上め施設、机上プ ランの段
階にある施設、 とさまざまであって、詳細 につ いては完
成次第本誌上 に紹介す ることと し、今回は全体 の概要に
止め ることとした。
敷 地
敷地 は南北 に640m～750m、 東西 に340mの ほぼ平坦
な台形で、面積は約232,000㎡ あ ります。
この土地 は以前は田畑作地で、敷地内 には目立 った樹
木は1本 もな く、敷地造成にあたっては敷地利用 を十分
考 え、有効的 な空地の確保 と、積極的 な植樹 、造園等を
行ない、将来 は医科大学にふ さわしい環 境を形成す るよ
うな長期的展望 に立 って計画 し、実施 して行 く予定です'
建 物
校舎等建物面積等年次計画 は別表の とお りで あります
が、各建物 の面積 は学生数 、講座数 、診療科数、病床数
等 を基準 にして決め られ、本学の場合 は学生数840各(
学部学生600名 、大学院生240名)、 講座数30講 座(基礎
14講座 、臨床16講 座)、附属病院診療科数17、 病床数600




1)本 学 は教 育 ・研究 の場であるとともに、同一キヤン
パ ス内に附属病院 を設置す ることから、地域社会 との
関連 を重視 し、閉鎖 的 なアプローチの仕 方は避 ける。
2)各 々異 った規模で、異 った用途 に供す る多数の建造
物 を建て ることから、関連 の密 なものはで きるだけ同
一ブロックとし、 これらの各種建物 を有機的、かっ効
果的に結びつ ける。
3)附 属病院 をもつ とい うことか ら、特 に防災計画 に十
分 な考慮 をは らう。
4)大 気汚染、水質汚濁 、騒音、悪臭等の公害現象を発
生 させ ないよ う計画す る。
5)旭 川地方は寒冷、多雪地帯で あるか ら、 これに十分
対応で きる施設 とす る。




備等 は、本学 の規模 か ら推 して膨大 なものになるので、
これを中央化 し、管理運営 にあたって は、コ ンピュータ
ー システムによる中央監視制御方式 を採用す る。
現在使用 している講義実習棟及び中央研究棟 は、旭川
市 に医大設置が決定 した昭和47年 、補正予算 に組込 まれ
たものであるが、昨年の石油危機か ら派生 した物不足、
物価高騰 の影響 をまともに受け、大巾な工事の遅 れのや
むなきにいたったが、工事施工 の担当機関で ある文部省
管理局教 育施設部札幌工事事務所 を始 め、関係機関の努
力 によって、かろうじて工期内に完成 し、今年5月 仮校
舎 か ら移転 することがで きた次第です。
また講義実習棟 に併設の体育館、幅 利厚生施設 が8月
末に完成 し、現在内部 の設備 にとりかかっているので、
整備次第使用で きるようになります。
なお大学のキャ ンパス内で は現在各所で工事 が行なわ
れてお り、通学、通勤等、大変不便 をかけておりますが、
昭和51年 には主た る建物の完成 と、附属病院の開院 とい
う大 目標 に向 って工事 を進めております。 この間は特 に






建 物 名 称 規 模 構 造
㎡
面 積
年 次 計 画
備 考
47 48 49 50 51
基礎 臨床 研究棟 基礎14臨 床16 SR8 13,887 4,R92
s,995
中 央 研 究 棟 R3 1,462 49,3完 成
講 義 実 習 棟 学生定 員100 SR4 6689, 〃
本 部 管 理 棟 R2 1,280
附 属 図 書 館 R2 1,680
講 堂 R 750
体 育 館 S1 1,082, 49,8完 成
福 利 厚 生 施 設 R2 1,816 〃
学 生 寄 宿 舎 180収 容 R 2,700
附 属 病 院 17診 療科600床 SR11-2 40,080 36,480
s,soo
特 殊 診 療 施 設 R 1,700
看 護 婦 宿 舎 200収 容 R5 4,260,
s,Aso 510
看 護 学 校 学生定員50 R2 1,590
看 護学 校寄宿舎 150収 容 R5 2,310,
中 央 機 械 室 SlR2 2,243 1,fil? 630 第1次49,9完 成
動 物 実 験 施 設 R4 4,200 1,200 s,non
R1研 究 施 設 R2 900
機器分折 セ ンター R3 1_250,
4
(昭和49年 度現 在の ∫'定で ある)












口 計 画 建 物






成 しま した。本年5月 に神楽岡の新校舎へ移転 しま した
が、近辺には商店、食堂 もなく非常 に不便 な環境 の中で
現在 まで過 ごして来 ました。 この施設 が完成 したことに
より修学生活の環境 が一歩整備 されたといえます。
この施設の総面積 は1.816㎡ あり、1階は食堂、売店、談
話コーナー、理髪室、ロ ッカー置場等で2階 はセ ミナー
室(第1セ ミナー室 から第6セ ミナー室)、 保健室、和
室、喫茶 ホール等 となって います。
しかし本学 は現在建設途上 にあり、施設 が不足 してい
るためやむなく第3セ ミナー室 と第4セ ミナー室 を学生
課、第5セ ミナー室 を主 に会議室 に、第6セ ミナー室 を
図書館でそれぞれ当分の間使用す ることになります。
したがって諸君が使用で きるセ ミナー室 は、第1セ ミ
ナー室および第2セ ミナー室 のみ とな りますが使用方法



































































こ れ まで体 育授 業 や課 外活 動 の た め の運 動施 設 の確 保
が大 き な悩 み で あ りま した が 、体 育館 の完 成 に よ り解 決
されま した。体育 館 の総 面積 は1,082㎡ あ り、そ の うち競 技
面 は876㎡ で 、それ ぞ れバ ス ケ ッ トコー ト3面(正 式1面
・補 助2面) 、 バ レー コー ト2面 ・バ ドミン トン コー ト
6面(シ ン グ ルス2面 ・ダブ ルス4面)テ ニ ス コー ト1
面 、 とな って い ます 。
なお附 属施 設 と して は 、男 、女 ロ ッカー 室 、男 女 シャ ワ
ー室
、器 具庫 、教 官 室 な ど と なっ て い ます。
体 育 館 は主 に正 課授 業 に使 用 します が 、授 業 が 行 な わ
れ ず空 いて い る時 や 、第4講 目終 了後 は 、課 外 活動 で 使
用 す る こ とが出 来 ます が、 使 用方 法 な どにつ い て現 在 検
討 中で あ り、 これ につ いて も後 日 お知 らせ します。
(学 生 課) 備
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第21回 北海道地区大学 ・
体育大会開催される
第21回 地区体 は、室蘭工業大学が当番校 とな り去 る
7月6日(土)か ら7月8日(月)ま で3日 間にわた り
室蘭市内の各競技場で行 なわれました。
いままで運動施設 がなかったため練 習量 が不足 してい
たにもかかわらず 、本学か らはバ レーボール、卓球、陸
上競技、準硬式野球の各種 目に参加 しま した。試合当 日
は天候 が悪 く陸上競技や準硬式野球は充分 な実 力を発揮
することが出来ず戦績 も不充分 な結果 となりま したが、




初参加で あったが、体 育館 が完成 した ことで もあ り来年
度の大会 に期 待がもたれます。(学 生課)
lU一
昭 和48年 度 ・49年 度
入学者数調べ
昭和48年10月21・22日 に第1回(昭 和48年 度)入 学試
験が行われ、本年3月 には昭和49年 度入学試験 が行われ
る、という慌 しい新入生受け入れ状況で したが、このた
びこれらの入学者数につ いてまとめてみました。
昭和48年 度入試では、異例の時期で あった為 か、道外
出身の入学者が半数以上を占めておりましたが続 く昭和
49年度入学では、前回 とは逆 に道内出身者 が全体 の3分
の2を 占めるとい う結果 となっております。
また、女子の入学者数 は、昭和48年 度の5名 か ら昭和




道 内 道 外 合 計
男 女 小計 男 女 小計 男 女 計
昭和48年 度 45 1 46 50 4 54 95 5 100
昭和49年 度 68 7 75 24 2 26 92 9 101





なお、 日本育英会奨学生1年2次 の募集 が11月 にあり
ますので希望す る学生 は掲示に注意 して所定の期 日まで
に必要書類(奨 学生願書、市区町村発行 の所得証 明書等




区 分 第1学 年 第2学 年 計
特別貸与奨学生 13名 14名 27名
一般貸与奨学生 7 12 19
在 籍 数 102 95 197
(2)都 道府県奨学生数
(昭 和49年9月1日 現 在)
名 称 月 額 奨学生数
長野県医学生修学資金 20,000円 1名
東京都公衆衛生修学資金 30,000円 1名
知 内 町 奨 学 資 金 6,000円 1名
学生団体設立状況について
本学では現在、体 育系20団 体 、文化系5団 体 が設立 さ
れ、活発 に活動 を行なってい ます。
体育系、文化系 それぞれの団体 名は次の とお りです。






学 生 団体 設 立届 一覧
/体 育 系)
番号 団 体 名 顧 問教官 責 任 者 会1徽
1 サ ッ カ ー 兼重 達 男 近藤 福次 14
2 ラ グ ビー 鮫島 夏樹 磯辺 雄一二 16
3 硬式庭球 青木 藩 佐藤 仁志 30
4 準硬式野球 浜口 秀夫 落合 聖 二 13
5 卓 球 岩渕 次郎 松本 光博 20
6 バ レ ー ボ ー ル 倉橋 昌司 浜崎 卓 7
7 バ ド ミ ン ト ン 晴山 雅寛 楠 祐一 15
8 剣 道 原田 一 典 大島 宏之 12
9 バスヶ ソトボ ール 平塚 寿章 福田 博 16
10 陸1二競技 美甘 和哉 高木 勇 10
11 弓 道 黒島Q汎 近藤 啓史 15
i2 空 手 佐藤 利広 大西 健 児 8
13 山 岳 八幡 剛浩 石川 直 6
14 ワンダーフオーゲル ク 衛藤 雅昭 9
15 柔 道 松嶋 少二 石川 裕司 5
16 ボテイビルデイング 戸 松 良 一一豊川 好男 10
17 ゴ ル フ 原田 一典 岡本 洋 9
18 キ ックボ クシング 内田 倖喜 出崎 真 11
19 徒歩旅行の会 笹森 秀雄 大河内博雄 22
20 ス キ ー 加地 隆 八代 均 IO
(文 化 系)
翻 団 体 名 顧問教官名 責 任 者 会1緻
1 写 真 星野 了介 斉藤 達 也 8
2 映画研究会 名和榿黄雄 茜谷 敏雄 6
3
」L』 雪セ又
=ム ・ 岡田 推勝 安藤 政克 15
4 漫画創作研究会 笹森 秀雄 藤本 武利 5
5 語学研究会 戸松 良一 別府 良男 20
(49.7.20現 在)
貸 出 用 具 一 覧
品 目 数 疑
テ ン ト(3季 用) 10
シユ ラ フ(3季 用) 35
準硬式野球道具 ・式(審 判用も含む) 2
剣 道 具 一式 10




よび延 ・分納 を希望 する者は、学生課学生係で必要書類
を受取 り9月30日(月)ま でに遅れないよう提出 してく
だ さい。なお申請 した入は学生係か ら連絡のあるまで授_
業料の納入を見合わせて下 さい。
(1>経 済的理由 によ り、授 業料の納付 が因難で ありかっ
学業優秀 と認め られる場 合















課で貸出 し、諸君の 課外活動 を側面から授助しています。
これらの用具 は現 在のところ下記の とお りで ありますが
将 来は充実 され諸君の期待に添 えることと思 います。 大
いに利用 して有意義な学 生生活を過 ごして下さい。
なお、課外活動 用具の貸出基準等については現 在検討
中で ありますので、できしだい諸君にお知 らせ します。
(学 生 課)
編 集 後 記
神楽 岡 に い まっ ぎっ ぎ と本 学 の建 物 工事 が進 め られ て
い ます 。広 報誌 の題 名 もこの 地 に ち なん で 「か ぐらお か
」 と しま した 。
神 楽 岡 は もと ア イヌ語 で 「ヘ ッチ エ ウ シ」 とい った と
ころ で 「この丘 は昔 その上 に祭場 が あ り、 お祭 の際 は部
落 の 人 々 がそ こへ 集 っ て 、 シ ャーマ ン を中心 に して 原始
的 な舞 踊 劇 を演 じた場 所 」(知 里 著 「ユ ー カ ラの 人 々 と
その生 活 」)で あ り ま した。 明治 以 降 、開 拓 移民 が旭 川
に移 住 した と き、 この ア イ ヌ語 の 意味 を 日本語 に置 き代
えて 名付 けた もの と思 わ れ ます。 あ えて漢 字 に しなか っ
た の も この た めで す 。
よ うや く創 刊 に こ ぎつ け ま した。 大学 の創 設 に つづ い
て広 報 誌 の発 刊 。 編集 の まつ さは お 目こ ぼ し願 い ます。
お忙 しい中 か ら原稿 を およ せ いた だ い た方 々 に深 く感
謝 い た し ます 。(高 木)
一>2一
